
１　決算総括表
（単位：百万円）

収     入 支     出 差     引 収     入 支     出 差     引

(A) (Ｂ) (A)-(B) (C) (D) (C)-(D)

電  気  事  業 (8,700) (6,538) (2,162) (223) (3,754) (△ 3,531)
9,803 6,430 3,373 204 4,151 △ 3,947 

工業用水道事業 (2,000) (1,630) (370) (257) (897) (△ 640)
1,911 1,741 170 285 851 △ 566 

水  道  事  業 (4,806) (3,750) (1,056) (0) (2,929) (△ 2,929)
4,759 3,678 1,081 14 2,767 △ 2,753 

団地造成事業 (4,649) (3,910) (739) (354) (1,435) (△ 1,081)
1,530 1,254 276 8 2,185 △ 2,177 

(755) (844) (△ 89) (52) (236) (△ 184)
832 588 244 54 265 △ 211 

合      計 (20,910) (16,672) (4,238) (886) (9,251) (△ 8,365)
18,835 13,691 5,144 565 10,219 △ 9,654 

（注）本表以下、金額はいずれも消費税抜きの金額で、（　　）内は前年度決算額です。

収　　　益　　　的　　　収　　　支 資　　　本　　　的　　　収　　　支区  分　

　事業名

施設管理事業



２　損益の概要

（１）総括表

（単位：百万円）

電気事業 工業用水道事業 水道事業 団地造成事業 施設管理事業 合　計

主たる収益(注) 9,691 1,610 4,282 1,454 798 17,835

経常損益 3,395 170 1,081 256 238 5,140

特別損益 △ 22 0 0 20 6 4

純 損 益 3,373 170 1,081 276 244 5,144

主たる収益(注) 8,584 1,594 4,282 4,591 717 19,768

経常損益 2,271 266 1,055 839 117 4,548

特別損益 △ 109 104 1 △ 100 △ 206 △ 310

純 損 益 2,162 370 1,056 739 △ 89 4,238

主たる収益(注) 1,107 16 0 △ 3,137 81 △ 1,933

経常損益 1,124 △ 96 26 △ 583 121 592

特別損益 87 △ 104 △ 1 120 212 314

純 損 益 1,211 △ 200 25 △ 463 333 906

（注）「主たる収益」は次のとおりです。

（注）「主たる収益」は次のとおりです。

　　　　　　　　　事業名
　　区　分

４年度

（Ａ）

３年度

（Ｂ）

増　減

(Ａ)－(Ｂ)

○ 電 気 事 業：販売電力料 ○ 工業用水道事業：給水収益 ○ 水 道 事 業：給水収益

○ 団地造成事業：産業団地等の分譲収益 ○ 施設管理 事業：格納庫及び賃貸ビルの賃貸収益、ゴルフ場の使用収益　

（注）「主たる収益」は次のとおりです。



①　電気事業
（単位：百万円）

区　分 販売電力料 経常損益 特別損益 純損益 損益の主な増減理由

４年度(A) 9,691 3,395 △ 22 3,373

３年度(B) 8,584 2,271 △ 109 2,162

増減(A)-(B) 1,107 1,124 87 1,211

②　工業用水道事業
（単位：百万円）

区　分 給水収益 経常損益 特別損益 純損益 損益の主な増減理由

４年度(A) 1,610 170 0 170

３年度(B) 1,594 266 104 370

増減(A)-(B) 16 △ 96 △ 104 △ 200

③　水道事業
（単位：百万円）

区　分 給水収益 経常損益 特別損益 純損益 損益の主な増減理由

４年度(A) 4,282 1,081 0 1,081

３年度(B) 4,282 1,055 1 1,056

増減(A)-(B) 0 26 △ 1 25

（２）事業別損益の状況

　電力会社との売電契約の見直しにより、販売電力料が増加し、純利益は前年
度に比べて増加し、３３億７３百万円となりました。

　給水実績は、若干減少しましたが、渋川工業用水道の料金改定により、東毛
工業用水道の基本水量減量による影響はあるものの、給水収益は前年度に比べ
て増加し１６億１０百万円となりました。
　純利益は電力料金の高騰や、前年度に契約水量減量に伴う一過性の負担金収
入があった反動により、前年度に比べて減少し、１億７０百万円となりまし
た。

供給電力量
（kWh）

878,194,861

857,860,029

20,334,832

給水実績
(ｍ3)

44,870,366

45,580,221

　給水実績、給水収益ともに前年度並みでしたが、減価償却費の減少等によ
り、純利益は前年度に比べて増加し、１０億８１百万円となりました。

△ 709,855

給水実績
(ｍ3)

0

65,536,480

65,536,480



④　団地造成事業
（単位：百万円）

区　分 分譲収益 経常損益 特別損益 純損益 損益の主な増減理由

４年度(A) 1,454 256 20 276

３年度(B) 4,591 839 △ 100 739

増減(A)-(B) △ 3,137 △ 583 120 △ 463

⑤　施設管理事業 （単位：百万円）
ゴルフ場収益

区　分 及び 経常損益 特別損益 純損益
賃貸収益

212,300
４年度(A) 4,180

2,541
220,134

３年度(B) 4,099
2,541

△ 7,834
増減(A)-(B) 81

0

798 238 6

ゴルフ場利用人員(人)

賃貸ビル賃貸面積(㎡)

格納庫賃貸面積  (㎡)

244

△ 89

  分譲面積が減少したことにより、純利益は前年度に比べて減少し、２億７６
百万円となりました。

 ゴルフ場事業の納付金の増加、減価償却費の減少、旧上武ゴルフ場の廃止に
伴う損失処理の終了により、純利益は前年度と比べて増加し２億４４百万円と
なりました。

損益の主な増減理由

分譲面積
(ｍ2)

81

△ 179,966

241,467

61,501

121 212 333

717 117 △ 206


